
 
 
  
 
太陽地球圏環境の未来予測を通して現代社会の新たな基盤形成を目指す 

新学術領域研究プロジェクトを開始 

 
 宇宙と地球の環境は、太陽活動の変化に起因して大きく変動しており、太陽活動は人間社会

にも多様な影響を与えます。特に、太陽で発生するフレアやコロナ質量放出（CME）と呼ばれる

大規模な爆発現象は宇宙放射線の増加や磁気嵐を通して、人工衛星、航空機、通信・電力網

などに影響を与えています。また、現在の太陽周期活動は、過去 100 年間で最も低下した性質

を示しており、今後長期的な活動の変化が、地球気候へどのような影響を与えるのか注目され

ています。しかし、複雑な太陽地球圏環境の変動メカニズムは未だ十分に解明されていないた

め、現代社会は太陽地球圏環境変動に対して、潜在的なリスクを抱えているといえます。 

 名古屋大学太陽地球環境研究所（所長：町田忍）の草野完也（くさのかんや）教授を中心とす

る研究チームでは、こうした太陽地球圏環境の変動メカニズムを探ると共に、その変動を最新の

観測データと先進的な数値モデルの連携を通して、予測する為の新しい研究「太陽地球圏環

境予測：我々が生きる宇宙の理解とその変動に対応する社会基盤の形成」を国内の大学及び

関連する研究機関と協力して提案してきました。 

今回、この提案が平成 27 年度文部科学省科学研究費補助金「新学術領域研究（研究領域

提案型）」として採択され、全国的な研究プロジェクトとして開始されましたので報告いたしま

す。 

 この研究プロジェクトでは、太陽観測衛星「ひので」や 2016 年に JAXA により打ち上げが予定

されているジオスペース探査機 ERG など、我が国が世界に誇る最新の観測システムと先進的

な物理モデルの融合によって、太陽活動とその影響を予測するスキームを開発すると共に、太

陽地球圏環境の変動予測を情報化社会の保全に役立たせるための新たな社会基盤の形成を

目指しています。 

また、太陽物理学・地球電磁気学・気象学気候学など幅広い分野融合研究を基に、科学研

究と予測研究の相乗的な発展を推し進めることにより、太陽フレアの発生機構、地球放射線帯

の生成機構、太陽活動変動の気候影響過程などこれまで長い間未解明であった科学的重要

課題の多くを抜本的に解決することが期待されます。 

 研究チームでは、今後とも積極的に研究成果の公開に努める予定です。 

 

研究プロジェクトの概要 

研究領域名：「太陽地球圏環境予測：我々が生きる宇宙の理解とその変動に対応する社会 

基盤の形成」 

研究領域代表者：草野 完也（名古屋大学太陽地球環境研究所 副所長・教授） 



太陽地球圏環境の未来予測






